


1 
 

Nagoya City University Environmental Report 2023 

１．理事長メッセージ 

 

新型ウイルス感染症が 5 類に移行したものの終息が

みえない、戦争の解決もみない状態が続いています。ま

た、地球温暖化の影響もあり気候の変異など、地球レベ

ルの天災・人災と思われるような状況にあります。本学に

おいては、その中にあって創意工夫を重ねながら、環境

問題への様々な取組みを通して、未来のリーダーを育

成し、世界に発信する研究を行うことにより、さらなる社会

貢献に努めております。 

 

2012 年に環境憲章を制定し、基本理念とそれに基づ

く 7 つの基本方針を立て、計画目標「アクションプラン」を

策定しました。2022 年 2 月に策定した「名市大未来プラン 2021」を着実に実行するため、

2023 年 1 月に「研究科等未来プラン 2021」を策定し、環境に配慮した持続可能な社

会の実現のため、継続して環境負荷の低減と環境の保全に努めているところです。 

 

SDGs（持続可能な開発目標）に対して、大学がいかに取り組み、社会に影響を与え
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２．環境マネジメントシステム 

（１）環境マネジメントシステム 
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①－２ ガス使用量 
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① －３ 水道使用量 

令和 5 年度より、葵校舎、みどり市民病院、みらい光生病院が加わったことで、総使

用量は対前年度比で約 60 千㎥、約 15.5％高い値となりました。令和 5 年度は、総使用
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③ 









25 



26 
 

基本方針６ 

物品調達に際してグリーン購入の推進を図るとともに、設備・機

材等の利用にあたって廃棄物の減量化とリサイクル資源の活用

を推進していく。 
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より、井水ろ過装置を設置し、災害拠点病院として更に備えを強化しただけでなく、日
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 名市大未来プラン 2021 






